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Ⅰ 森林分野 CPD の目的および運営体制 

 

１ 森林分野 CPD 制度の必要性 

 

経済社会の国際化が進む中で、技術者は、新たな知見や技術を取り入れ、高い倫理

観と専門技術者として技術能力の保持、継続的な研鑽、学習が必要であることはいう

までもありませんが、それを証明するものとして、第三者による技術能力の評価制度

に参加することが、技術者としての必須義務とされることになりました。 

このことは、公共事業等の発注機関（地方自治体を含む）側からも、技術水準を確

保するために、受注者に対して特定の技術資格を有することだけではなく、技術者継

続教育すなわち CPD*を実施していることなどが要求されるようになってきたことか

らでも明らかです。 

他の技術分野においては関連学協会等によってすでに CPD が実施されていました

が、森林分野ではこれを総合的、横断的にカバーする CPD 制度がありませんでした。

そのため、行政、関連業界、技術者グループ等から森林分野の技術者継続教育制度の

創設が求められていました。 

*; CPD は Continuing Professional Development の略で技術者継続教育と訳されます。 

 

２ 公益社団法人森林・自然環境技術教育研究センター（JAFEE**）と CPD 制度 

 

 公益社団法人森林・自然環境技術教育研究センターは、森林及び自然環境分野にお

ける技術者教育の発展と科学技術の発展に貢献することを目的に、平成 14(2002)年 3

月に森林および自然環境に関連する学協会 15 団体によって設立され、平成 21(2009)

年 4 月に一般社団法人となった森林・自然環境技術者教育会（JAFEE; Japan Association 

for Forest and Natural Environment Engineering Education）と、公益社団法人森林保全・

管理研究所が平成 31(2019)年 4 月に合併して設立された団体です。その主な事業は、

一般社団法人日本技術者教育認定機構（ JABEE; Japan Accreditation Board for 

Engineering Education, https://jabee.org/）の行う技術者教育プログラムの認定審査に関

する事業、森林及び自然環境技術者の継続教育に関する事業等です。（JAFEE 定款 4

条） 

JAFEE は、上記のような森林分野 CPD の必要性を踏まえて森林分野技術者のため

の CPD 制度について検討を行い、平成 21(2009)年 3 月に森林分野 CPD 制度を創設し

て、活動を継続しております。 

**; 森林・自然環境技術教育研究センターの英語名は Center for Joint Advancement of 

Forest and Natural Environment Engineering by Education and Research ですが、英語略称

を JAFEE としています。 



2 

 

 

３ 森林分野 CPD の運営（JAFEE 定款 35 条、委員会規程） 

 

１）森林分野 CPD の運営は、JAFEE に森林分野技術者継続教育委員会（以下、

「CPD 委員会」）を置いて行います。 

 

２）CPD 委員会は、CPD 会員への加入審査、CPD 団体会員への加入審査、機能付き

法人専用 ID 会員への加入審査、および CPD プログラム提供機関登録の審査

等、森林分野 CPD 事業の運営に関する業務全般を行います。 

 

３）CPD 委員会には CPD プログラム審査部会及び CPD 実施記録審査部会を置いて

次の審査を分担させます。 

①CPD プログラム審査部会：CPD プログラム審査基準に基づき CPD 提供機関

が行う CPD プログラムの審査・認定を行います。 

②CPD 実施記録審査部会：CPD 実施記録証明書審査基準に基づき CPD 実施記

録の審査・認定を行います。 

４）森林分野 CPD の実務は CPD 委員会の下に CPD 管理室を置いて、下記の業務を

行います。 

①CPD 会員の管理 

②CPD プログラムの提供 

③CPD 実施記録証明書の発行 

④CPD ウェブサイトの管理等 

 



3 

 

Ⅱ 森林分野 CPD の仕組み 

 

１ 森林分野 CPD の学習内容 

 

＜森林分野 CPD の課題区分および形態区分＞ 

1) 森林分野 CPD の学習内容は、「別紙１:森林分野 CPD の課題区分」と「別紙２:森

林分野 CPD の形態区分」で定めています。 

 

2) 何を学ぶかという学習課題は、一般共通課題（Ａ）、専門技術課題（Ｂ）、およ

び関連する技術課題（Ｃ）の３つに「課題区分」されています。（別紙１参照） 

 

＜学習量に関する課題区分規定＞ 

3) 森林分野 CPD は森林分野技術の継続教育ですので、森林分野の専門技術課題

（Ｂ）を一定量学習することが必要です。このため、専門技術課題（Ｂ）は少

なくとも一般共通課題（Ａ）と関連する技術課題（Ｃ）を足し合わせた学習量

以上学習する必要があるという観点から、（Ｂ）と（Ａ）および（Ｃ）のバラン

スを、次の通りとしています。 

 

    Ｂ≧（Ａ＋Ｃ） 

 

＜CPD 時間取得上限＞ 

4) どのように学習するかという「形態区分」は、現場の技術者が CPD を実施する

ことができるよう幅広い学習形態を定めていますが、特定の学習方法だけに偏

らないように形態別に CPD 時間取得上限を定めています。（別紙２参照） 

 

5) 学習量は CPD 時間で表し、CPD 時間は、〔CPD 量×算定係数〕で算定しています。 

CPD 量 ：学習あるいは指導した時間、通信教育の課題数、論文の数等 

算定係数：研修受講等は係数を１とし、研修講師の場合の係数は 3 とするなど

困難な業務は高く評価しています。 

 

＜推奨 CPD 時間＞ 

6) 1 年間あたりの推奨学習時間は次表のとおりです。 

表 推奨学習時間 

  1 年間 5 年間 

 CPD 時間 20 100 

※ 推奨学習時間は、第三者による証明（エビデンス）の難しい自主学習（会誌の

購読等）は形態区分の学習内容には含めないこと、職場内研修の CPD には１年
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間の取得上限時間（10 時間）を設ける等、CPD 時間取得を厳格にしていること

を踏まえて定めています。 

 

＜JAFEE の認定した CPD プログラム＞ 

7) 森林分野 CPD システムは、CPD 会員に質の高い CPD プログラムを提供すると

ともに、CPD 実施記録審査を公正にかつ迅速に行うことを目標としています。 

 

8) このため、CPD プログラムを事前に審査・認定して、CPD 会員ができるだけ多

くの JAFEE 認定プログラムで学習できるように努めています。 

 

9) 「JAFEE に認定されたプログラム」等には形態区分別に以下のものがあります。 

Ⅰ研修会等への参加；研修会、講演会等への参加 

Ⅱ論文等の発表；学術誌・技術誌等への投稿、技術発表会等での口頭発表 

Ⅲ職場内研修；職場内や団体内での研修受講 

Ⅳ技術指導；研修講師、委員等 

Ⅴ通信教育；JAFEE 通信教育の受講 

Ⅵその他；資格取得、受賞等 

 

・参加者募集中の公開プログラムは、森林分野 CPD Web サイトの＜現在公開さ

れている CPD プログラム＞から検索、閲覧できます。 

また、森林分野 CPD Web サイトの＜CPD 会員の方＞または＜法人専用 ID 会

員の方＞からログインすると、「JAFEE に認定された学術誌、技術誌等」、「JAFEE

認定された技術発表会等」のほか、「CPD の対象となる資格取得」、「CPD の対象

となる受賞」、「通信教育の課題・教材一覧表」を閲覧できます。 

 

・Ⅰ研修会等への参加、Ⅲ職場内研修およびⅣ技術指導に係るプログラムの審査・

認定手順については、次項「2 森林分野 CPD プログラムの提供」で説明します。 

 

 

２ 森林分野 CPD プログラムの提供 

 

＜CPD プログラムの提供機関＞ 

1) CPD プログラム提供機関とは、研修会、講習会等の CPD プログラムを企画し、

CPD 会員に CPD 学習機会を提供する機関のことで、次の機関が CPD プログラ

ム提供機関となることができます。 

① JAFEE 

② JAFEE 正会員 
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③ CPD 団体会員 

④ JAFEE 正会員及び CPD 団体会員傘下の団体、支部、企業等で CPD 委

員会の承認を得たもの 

⑤ 大学、官庁、関連団体等で CPD 委員会の承認を得たもの 

 

  CPD プログラム提供機関になることを希望される場合は、CPD 管理室に登録

申請してください。 

 

2) CPD プログラム提供機関は CPD プログラムを実施する場合、CPD 会員個人の実

施記録を自動的に登録することができるカードリーダーの貸付を受けることが

できます。貸付を希望される場合は CPD 管理室に連絡してください。 

 

＜研修会型 CPD プログラム＞ 

3) CPD プログラム提供機関が提供する CPD プログラムは、別紙２:形態区分の「Ⅰ研

修会等への参加Ⅰ-①」、「Ⅲ職場内研修Ⅲ-①」および「Ⅳ技術指導Ⅳ-①、Ⅳ-③」

のような研修会・研究発表会等の開催となります。 

 

＜CPD プログラムの審査・認定・公開＞ 

4) CPD プログラム提供機関は、JAFEE に認定されたプログラムとして CPD プログ

ラムを実施する場合、CPD プログラム審査部会で事前に審査･認定を受けること

が必要です。 

 

5) CPD プログラムの審査・認定は、次の手順によりウェブサイト上で行われます。 

① JAFEE から CPD プログラム提供機関へ ID とパスワードをメールで送付 

② CPD プログラム提供機関から JAFEE へ CPD プログラム認定申請書を提出 

③ JAFEE-CPD プログラム審査部会で審査・認定 

④ JAFEE から CPD プログラム提供機関へ JAFEE が認定したプログラムであ

ることを通知 

 

6) CPD プログラム提供機関は、申請した CPD プログラムが認定された場合は、速

やかに当該 CPD プログラムを JAFEE ウェブサイトへ登録し、CPD 会員に公開す

ることが義務付けられています。 

 

7) CPD プログラム提供機関は、JAFEE ウェブサイトへ登録・公開された CPD プロ

グラムについては、定員を超えた場合等やむをえない事由がある場合を除いて、

全ての CPD 会員の参加を認めることとします。 
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8) CPD プログラム提供機関は、CPD プログラム実施後速やかに JAFEE へ CPD プロ

グラム参加者名簿を添えて CPD プログラム実施報告書を提出しなければなりま

せん。実施報告書の提出はウェブサイトで行います。 

 

＜特定の CPD 会員に限定した非公開 CPD プログラムの審査・認定＞ 

9) CPD プログラム提供機関に所属する団体、支部、企業等が非公開で行う講習会、

研修会、職場内研修等の CPD プログラムも、CPD プログラム審査部会の審査・

認定を受けることができます。 

 

10) この場合、別途定める CPD 審査・認定料を頂きます。 

 

11) CPD プログラムの審査・認定の手順は公開 CPD プログラムの場合と基本的には

同様です。 

 

12) この非公開 CPD プログラムは JAFEE ウェブサイトに掲載されません。 

 

13) CPD プログラム提供機関は、公開プログラム同様に CPD プログラム実施後速や

かに JAFEE へ CPD プログラム参加者名簿を添えて CPD プログラム実施報告書

を提出しなければなりません。実施報告書の提出はウェブサイトで行います。 

 

 

３ JAFEE に認定された森林分野 CPD プログラムの利用 

 

1) 研修会参加型 CPD プログラムの利用 

 CPD 会員は以下の手順で CPD プログラムの利用をすることができます。 

(1) CPD プログラム提供機関が登録している「公開されている CPD プログラム一覧

表」の中から自分の希望する CPD プログラムを選んで、その＜CPD プログラム

情報＞を開いて内容を閲覧します。 

(2) その CPD プログラムに参加することを希望する場合は、＜CPD プログラム情報

＞の指示に従ってウェブサイトから参加申込みの手続きを行います。 

(3) 研修会等の受付でカードリーダー受付の場合は IC タイプ会員証をかざして参加

登録を行います。これにより、各人の実施記録は登録完了となります。カードリ

ーダー受付がない場合は、指示に従って参加者名簿に署名してください。 

(4) CPD プログラムの受講証明書を必要とする場合は、ウェブサイトからダウンロ

ードして入手できます。 

 

詳しい利用方法は森林分野 CPD のウェブサイトの「CPD 会員の方」または「法
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人専用 ID 会員の方」に接続して「森林分野 CPD 利用の手引き」をご覧ください。 

 

2) 通信教育型 CPD プログラムの利用 

(1) 森林分野 CPD 会員は地方都市、山村に多く居住し、かつ、中小企業内の技術者、

森林を対象とした現場技術者が多く、公開 CPD プログラムの受講機会が限られ

ていることから、森林分野 CPD では通信教育に力を入れて実施しています。 

※ 通信教育を受講するには、予め受講できる会員としての会費を納入しておく必要

があります。 

 

(2) CPD 会員 ID を用いてウェブサイトに接続し「通信教育課題・教材一覧表」を開

くと、その時点で受講できる課題・教材を閲覧できます。受講したい課題を選択

して通信教育の受講ができ、回答、指導員の審査、実施記録の登録が簡潔にでき

るようになっています。 

 

通信教育の手順は次の通りです。  

① CPD 実施記録登録画面が通信教育の解答用紙を兼ねています。設問の指

示に従い、解答を入力します。 

② 指導員が解答を審査し、評価、指導を CPD 実施記録登録画面で行い、評

価が許可の場合は CPD 実施記録が登録されます。 

③ 評価が不可の場合は指導に従って修正等を行います。 

④ 再度、指導員が審査した時点で通信教育は終了となり、許可の場合は CPD

実施記録が登録されます。不可の場合はCPD実施記録に登録されません。 

 

(3) 通信教育の教材は以下により作成しています。 

① 正会員、団体会員等の会誌の技術論文から作成。 

② JAFEE において作成（こちらは問題内容を画面表示して活用できるよう

になっています。） 

 

詳しい利用方法は「森林分野 CPD 利用の手引き」をご覧ください。 

 

 

４ 森林分野 CPD 実施記録の登録 

 

会員が実施したプログラムのうち、形態区分Ⅰ－①及びⅢ－①のプログラムは、プ

ログラム提供機関により参加者の実施記録に登録されます。その他は CPD 会員個人

または機能付き法人専用 ID によって実施記録を登録する必要があります。詳しい登

録方法は「森林分野 CPD 利用の手引き」をご覧ください。 
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1) JAFEE に認定されたプログラムのうち、研修会参加、職場内研修の受講記録登録 

JAFEE に認定された研修会参加型プログラムのうち、形態区分「研修会等への参

加Ⅰ－①」及び「職場内研修Ⅲ－①」については、プログラム終了後プログラム提

供機関が、参加者名簿をウェブサイトから登録することにより、各人の実施記録に

登録されます。従って、各人がウェブサイトの研修会参加型の登録画面から登録す

る必要はありません。 

また、受講証明書を必要とする場合は、ウェブサイトからダウンロードして入手

することが可能です。 

 

2)研修会参加、職場内研修以外の認定プログラム等、および認定されていないプログ

ラムの受講記録登録 

(1)実施記録を登録する場合は、CPD プログラムの内容を確認できる資料、当該プログ

ラムに参加（又は取得、受賞）したことを証する資料等を PDF 資料にしてウェブ

サイトに添付することとしております。実施記録の登録時点で厳正な個別審査（入

口審査）を行っています。 

(2) CPD 実施記録の登録は、CPD の形態区分に応じて 4 つに分かれています。 

・研修会参加型は、「Ⅰ研修会等への参加Ⅰ-②」、「Ⅲ職場内研修Ⅲ-②」、「Ⅳ技術指導」

のうち(Ⅳ－①)及び(Ⅳ－③)です。 

・研修会講師型は、「Ⅱ論文等の発表」と「Ⅳ技術指導」のうち(Ⅳ－②)及び(Ⅳ－

④)です。 

・通信教育型は、「Ⅴ通信教育型Ⅴ-①」です。 

・その他型は、「Ⅵその他」で資格取得、受賞のほか、「Ⅵ‐⑨その他」には、いろい

ろな形態のものが想定されますので、CPD として評価できる点を簡潔にまとめて

記入するとともに、できるだけ事前に JAFEE にご相談していただくこととして

います。 

 

3)実施記録の遡及登録 

CPD 会員は前年度履修したものまで登録することができます。ただし、新規加入者

は加入時点から 3 ヶ年前まで遡及登録することができます。 

 

4)登録した CPD 実施記録の閲覧 

CPD 会員 ID または法人専用 ID を用いてウェブサイトに接続し、期間を指定して

「記録の閲覧・編集」を開くと登録した CPD 実施記録を閲覧することができます。 

 

             



9 

 

（附） 建設系 CPD 協議会に加盟する団体の CPD との関係について 

 

建設系 CPD 協議会は、令和６年度現在 19 学協会の構成団体で組織され、CPD の推

進に係わる連絡や調整を図ることを目的としています。JAFEE は平成 23 年 12 月、建

設系 CPD 協議会に加盟し、これにより森林分野 CPD は、林野庁、国土交通省をはじ

めとする多くの省庁における総合評価落札方式の対象になっています。 

建設系 CPD プログラム認定等についての取り扱いは次のとおりです。 

 

１．CPD プログラムの認定について 

建設系 CPD 協議会 相互協力協定書第 1 条第 1 項では、「構成団体は、それぞれの

個別 CPD プログラムを相互に尊重したうえで、他の構成団体が認定した個別 CPD プ

ログラムの取扱いについてはそれぞれの構成団体の自主的判断による」としています。 

 これを踏まえ、JAFEE としては、構成団体が認定するプログラムは尊重するという

原則に立ち個別にプログラム認定を行うこととしますが、プログラム内容によっては

認定されないこともあります。 

 

２．CPD 単位の承認について 

建設系 CPD 協議会 相互協力協定書第 2 条第 1 項及び第 2 項では、「構成団体が

CPD 単位の付与に関して独自の教育分野や教育形態の体系を持っていることから、構

成団体間で CPD 単位を相互に利用する場合には、自らの体系にしたがって CPD の単

位換算することができる」としています。   

これを踏まえ、JAFEE としては CPD 単位の承認にあたっては JAFEE の学習 CPD

単位に基づき行うこととします。 

 

３．CPD プログラム参加証明について 

 建設系 CPD 協議会 相互協力協定書第 3 条第 1 項では、「構成団体は、他の構成団

体に属する会員が希望すれば、その構成団体が行うプログラムに参加したことの証明

を行うものとする」としています。 

これを踏まえ、JAFEE としては、他の構成団体会員が JAFEE 認定プログラムに参

加した場合、希望をすればその証明を行います。 

 なお、地盤工学会、全国土木施工管理技士会連合会、農業農村工学会への CPD 記

録申請に当たっては受講証明書をウェブサイトの「CPDS 用」からダウンロードして

入手できます。 
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５ 森林分野 CPD 実施記録証明書の発行 

 

1) 実施記録の証明はウェブサイトから CPD 実施記録証明書発行申請書を提出し、審

査を経て電子メールで発行されます。 

 

2) 実施記録は登録の時点で厳正な個別審査（入口審査）をしていることから、証明書

は迅速に発行することができます。 

 

3) CPD 実施記録証明書には、申請された期間の総 CPD 時間と、1 年毎の課題区分別

CPD 時間と形態区分別の CPD 時間が記載されます。 

   

4) CPD 実施記録証明書の証明期間は、1 年を単位として 5 年以内で申請者の希望する

期間とします。 

 

5) 令和 7 年 4 月から証明書発行は有料になりました。CPD 実施記録証明書の発行に

は会員個人の申請では 1 件毎に、機能付き法人の申請では法人全体分については

1 件毎に、所属会員分については申請者毎に、発行手数料の事前納付が必要です。 

 

詳しい証明書発行方法は CPD 会員 ID または法人専用 ID を用いてウェブサイトに

接続して「森林分野 CPD 利用の手引き」をご覧ください。 
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Ⅲ 森林分野 CPD 会員等 

 

１ 森林分野 CPD 会員への加入・登録 

 

1) CPD 会員は、次の各号に該当する者であって、かつ、現在、森林分野の技術業務に

携わっている者としています。 

① JAFEE 正会員に所属する会員または職員 

 ② JAFEE 正会員に所属する企業等に所属する者 

③ CPD 団体会員に所属する会員または職員 

④ CPD 団体会員に所属する企業等に所属する者 

(1) JAFEE の正会員（令和 6 年度現在、20 団体） 

（一社）日本森林学会、（公社）砂防学会、（公社）日本地すべり学会、（公社）

日本造園学会、森林部門技術士会、樹木医学会、森林計画学会、森林立地学

会、森林利用学会、日本緑化工学会、（一社）日本林業土木連合協会、（一社）

全国森林土木建設業協会、（一社）日本林業技士会、（一社）森林技術コンサル

タンツ協議会、（一社）林道安全協会、全国国有林造林生産業連絡協議会、（一

社）日本治山治水協会、（公社）大日本山林会、（一財）日本森林林業振興会、

（一社）林業機械化協会 

(2) CPD 団体会員（令和 6 年度現在、5 団体） 

宮崎県森林組合連合会、熊本県森林組合連合会、青森県森林組合連合会、岐阜

県森林組合連合会、鹿児島県森林組合連合会 

 

2) CPD 会員への加入方法は、①所属する JAFEE 正会員または CPD 団体会員（以下

「JAFEE 正会員等」という。）である団体を経由して申し込む（団体経由）方法

と、②機能付き法人専用 ID を取得している法人から直接 JAFEE に申し込む方

法があります。 

 

3)加入を認められた者は、CPD 会員入会金および CPD 会員年会費を JAFEE に納入

し、所定の手続きをとって加入・登録することが必要です。 

  

4) JAFEE は CPD 会員入会金および CPD 会員年会費を納入した者に CPD 会員証と

CPD 会員 ID を電子メールで送付します。CPD 会員はその電子メールを受信

後、IC タイプ会員証用の写真を JAFEE 事務局へ送付します。JAFEE 事務局で

IC タイプ会員証を作成し、CPD 会員へ郵送します。 

 

5) CPD 会員は会員 ID または機能付き法人専用 ID を用いて JAFEE のウェブサイトに
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接続し、個人情報の登録を行うとともに、CPD プログラムの閲覧、CPD 実施記

録の登録などを行うことができます。 

 

 

２ 森林分野 CPD 団体会員への加入 

 

CPD 団体会員とは、森林分野に関係する団体であって、CPD 委員会の承認を得て

JAFEE 賛助会員として CPD 事業に参加する団体のことです。 

 

   1) CPD 団体会員になるためには、JAFEE に CPD システム開発負担金、CPD 団体

会員年会費を納め、所定の手続きをとって加入・登録することが必要です。 

2) CPD 団体会員は、当該団体に所属する会員から CPD 会員加入申し込みを受け付

け、JAFEE への CPD 会員加入申込者名簿を提出するほか、CPD プログラム提供

機関として CPD 会員の学習支援にも努めることとしています。 

 

 

３ 機能付き法人専用 ID 会員への加入 

 

機能付き法人専用 ID 会員に加入すると、その法人は CPD 会員個人に代わって

種々の手続き等が可能になり、法人における森林分野 CPD に関する事務処理の迅速

化等が図られ、利便性が向上します。 

 

1) 「機能付き法人専用 ID 会員」に加入できる団体、法人等は次の通りです。 

① JAFEE 正会員 

② CPD 団体会員 

③ JAFEE 正会員および CPD 団体会員傘下の団体、支部、企業等 

2) 「機能付き法人専用 ID 会員」に加入できる条件は次の通りです。 

  ① 団体、法人等に所属する CPD 会員を有していること。 

 ② 団体、法人等が所属する CPD 会員から申請、閲覧等を個人に代わって行う

ことの承諾を得ていること。 

3) 機能付き法人専用 ID 会員加入を希望する場合は、上記 1)および 2)の条件を共に

満たしている団体、法人等であれば JAFEE に直接申請することができます。 

4) 機能付き法人専用 ID 会員は次のことが CPD 会員個人に代わってできます。 

①実施記録の証明書申請、②実施記録の登録や閲覧、③年会費の納入状況の

閲覧、④CPD 会員の新規入会申請、⑤CPD プログラムへの参加申込等 

5) 機能付き法人専用 ID 会員に加入すると「機能付き法人専用 ID 会員年会費」が

必要になります。
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Ⅳ．その他注意事項 

 

１．CPD 会員の年会費が滞納されている場合の取り扱い 

（１）年会費が滞納されている場合は、CPD 実施記録証明書の発行を停止いたしま

す。 

（２）年会費を 2 年間以上滞納している場合には、滞納金が納入されるまでの間 ID

を無効としますので、JAFEE のウェブサイトに接続することができません。 

（３）年会費を 5 年以上滞納している場合は退会したものといたします。 

   

２．機能付き法人専用 ID 会員の年会費が滞納されている場合の取り扱い 

（１）年会費が滞納されている場合は、機能付き法人専用 ID による CPD 実施記録証

明書の発行、実施記録の登録等一連の手続きを停止いたします。 

（２）年会費を 2 年間以上滞納している場合には、滞納金が納入されるまでの間、機

能付き法人専用 ID を無効としますので、JAFEE のウェブサイトに接続するこ

とができません。 

（３）年会費を 5 年以上滞納している場合は退会したものとします。 

 

３．個人情報の変更手続き 

（１）CPD 会員登録で登録した個人情報を変更した場合は、「個人情報管理画面」を

開いて修正します。 

（２）とくに CPD 用メールアドレスを変更した場合は、CPD 管理室との連絡、ウェ

ブサイトの利用に支障が生じますので速やかに変更して下さい。 

 

4．法人情報の変更手続き 

（１）登録した法人情報が変更された場合は、「法人情報管理画面」を開いて修正して

ください。(法人 ID、所属団体、法人番号および法人名の変更はできません。) 

（２）とくに連絡用メールアドレスを変更した場合は、CPD 管理室との連絡、ウェブ

サイトの利用に支障が生じますのですみやかに変更して下さい。 
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別紙１ 森林分野 CPD の課題区分 

     

課題区分 項目 内容 記号 

A 一般共通 

課題 

倫理 倫理規程、技術倫理、技術者倫理、職業倫理など 

A 

環境 地球環境問題、環境アセスメント手法など 

社会経済動向 国内外の社会動向、産業経済動向、技術動向、 

法律、契約 関連法令、知的財産法、契約制度など 

その他 
プレゼンテーション・コミュニケーション能力、一般

教養など 

B 専門技術 

課題 

森林領域 

森林生態系の理解を基礎とした、森林資源の計測、森

林の成長予測、森林 GIS 等森林の情報管理、森林計画

に関する知識・能力 

B-1 

林業領域 

森林の管理、造林、森林の保育・保護、育種技術に関

する知識・能力および森林の管理や木材生産を行うた

めの伐採・輸送に関する知識・能力 

B-2 

森林土木領域 

林道やそれに付随する施設の設計のための知識・能力

および国土保全（砂防・治山）、水資源管理に必要な

工学的知識・能力 

B-3 

自然環境領域 

森林生態系および森林生態系に生息する野生生物の保

全に関する知識・能力、自然公園や都市公園、都市の

緑地、緑化などの計画および管理に関する知識・能力 

B-4 

林産領域 

木材および木質材料の機能、物性、構成成分に関する

知識・能力、それらの特性を生かした生活および住空

間への利用、木材利用のための物理的・化学的な処

理・加工、特用林産物の機能・利用 

B-5 

C 関連技術 

課題 

周辺技術 
森林分野に関連する応用科学技術、情報処理技術、事

業評価手法、環境アセスメント手法など 
C-1 

総合管理技術 
安全管理、品質管理、工程管理、マネジメント手法な

ど 
C-2 
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別紙２ 森林分野 CPD の形態区分       

形態区分 内容 区分 
CPD 量の

単位 

CPD 時間

算定係数 

CPD 時間 

取得上限 記号 

1 件 年間 

Ⅰ研修会等

への参加 

学協会、大学、国・地方自治体、技術士会、民間団体等が公式に開催する研修会、

講習会、研究会等；講演会、シンポジウム、発表会等；見学会、現地視察等 

JAFEE に認定されたプログラム（A） 時間 1  20   Ⅰ-① 

JAFEE に認定されていないプログラム 時間 1  20   Ⅰ-② 

Ⅱ論文等の

発表 

学協会、大学、国・地方自治体、技術士会、民間団体等が公式に発行する学術誌、

技術誌等への論文、報告文等の発表 

JAFEE に認定された学術誌、技術

誌等（B） 

査読付き 一論文 40     Ⅱ-① 

その他 一論文 10     Ⅱ-② 

JAFEE に認定されていない学術誌、技術誌等 一論文 5     Ⅱ-③ 

学協会、大学、国・地方自治体、技術士会、民間団体等が公式に開催する技術発表

会、講演会、研究会シンポジウム等での口頭発表 

JAFEE に認定された技術発表会等（C） 分 0.4 10   Ⅱ-④ 

JAFEE に認定されていない技術発表会等 分 0.2 10   Ⅱ-⑤ 

Ⅲ職場内

研修 

企業の年間研修計画に基づき職場内で開催される研修会等への参加 JAFEE に認定されたプログラム（D) 時間 1   

10 

Ⅲ-① 

企業の年間研修計画に基づき職場内で開催される研修会等の講師、指導者(通常業

務として行うものを除く) 
JAFEE に認定されたプログラム（L） 時間 2   Ⅲ-② 

Ⅳ技術指

導 

学協会、大学、国・地方自治体、技術士会、民間団体、ボランティア団体等が公式

に開催する研修会、シンポジウム、見学会等の講師、意見提供者、説明者等 

JAFEE に認定されたプログラム（E） 時間 3 20    Ⅳ-① 

JAFEE に認定されていないプログラム 時間 3 20    Ⅳ-② 

学協会、大学、国・地方自治体、技術士会、民間団体、ボランティア団体等が公式

に開催する技術検討委員会、研究会、審査会等への委員、試験委員、審査委員等と

しての参加 

JAFEE に認定されたプログラム（F） 時間 3 20    Ⅳ-③ 

JAFEE に認定されていないプログラム 時間 3 20    Ⅳ-④ 

Ⅴ通信教育 通信教育（別に定める様式でレポートを作成すること） JAFEE に認定された通信教育（K） 課題 4   20 Ⅴ-① 

Ⅵその他 

資格取得 JAFEE に認定された資格（I） 件   20   Ⅵ-① 

受賞 JAFEE に認定された表彰（J） 件   20   Ⅵ-② 

その他 個別案件ごとに審査         Ⅵ-⑨ 

注：JAFEE に認定されていないプログラムの実施記録を登録する場合は、プログラムの内容がわかる資料及び参加証を CPD 事務局にメールで提出すること。 
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別紙３ 森林分野 CPD 年会費等表 

 

1.  CPD 会員年会費等 

  ・入会金  1,000 円 

  ・年会費 

 

2. 実施記録証明書発行手数料（令和 7 年 4 月 1 日以降の申請について適用します。） 

・会員個人：１件 1,000 円 

・機能付き法人：法人全体分 1 件 1,000 円 

     所属会員分 申請者毎に 1 件 1,000 円 

 

3.  CPD 団体会員費等 

システム開発負担金（1 口 1 万円） 1 口～50 口（上限） 

年会費（1 口 １万円） 1 口～30 口（上限） 

（金額は所属会員規模等に応じて定めます。） 

 

4.  機能付き法人専用 ID 会員年会費 

・5,000 円 

 

5.  IC タイプ会員証の再発行料 

・1 枚 1,000 円  

 

6.  特定の CPD 会員に限定した非公開 CPD プログラムの事前審査・認定料 

・プログラム件数に関係なく、審査 1 回につき 5,000 円 

Ａ会員 4,000 円 通信教育の受講及び実施記録証明書の発行が可能です。 

Ｂ会員 3,000 円 
通信教育の受講はできません。実施記録証明書の発行は

可能です。 


